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中
野
の
将
来
を
決
め
る
、
大
切
な
一
年

希
望
あ
る
政
治
の
幕
開
け
に
全
力
を

現
場
第
一
主
義
で
区
政
の
課
題
に
挑
戦

全
て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
の
あ
る
街
に

自
由
民
主
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

民
主
党
議
員
団

この区議会だよりは、再生紙（再生紙活用率100％）を使用しています。

昨
年
、
自
民
党
は
立
党
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
先
人
の
命
が
け
の
奮

闘
と
、
国
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ

い
ま
っ
て
、
我
が
国
は
国
際
社
会
へ

の
復
帰
を
経
て
、
世
界
に
誇
れ
る
平

和
国
家
と
し
て
の
地
位
を
築
き
、
戦

後
経
済
復
興
を
成
し
遂
げ
、
世
界
有

数
の
経
済
大
国
と
し
て
国
民
生
活
の

安
定
と
向
上
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
我
が
国
の
国
民
と

国
土
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
我
が
党
は
、
こ
の
状
況
に

対
応
す
る
た
め
の
平
和
安
全
法
制
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
１
９
６
４
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
が
大

活
躍
し
、
戦
後
復
興
の
大
き
な
自
信

と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
感
動
か
ら
半

世
紀
。
中
野
区
で
も
、
２
０
２
０
年

に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
機
運
の
醸
成
、

新
中
野
体
育
館
、
中
野
駅
西
口
改
札
、

南
北
自
由
通
路
の
整
備
を
確
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
野
区
議
会
自
民
党
議
員
団
は
、

31
万
区
民
の
先
頭
に
立
っ
て
、
次
の

世
代
に
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
街
を

つ
く
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
の
日
本
共
産
党

へ
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
倍
政
権
に
よ
る
安
保
法
制
の
強

行
に
対
し
、
立
憲
主
義
守
れ
の
国
民

的
た
た
か
い
の
発
展
の
も
と
で
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
強
行
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
、

原
発
再
稼
動
な
ど
暴
走
政
治
へ
の
怒

り
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
と

経
済
で
は
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大
し

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破は

た
ん綻
は
明
ら
か
で

す
。
消
費
税
10
％
増
税
は
中
止
し
、

国
民
の
家
計
と
中
小
企
業
を
直
接
応

援
す
る
経
済
政
策
へ
の
転
換
が
必
要

で
す
。

中
野
区
政
で
は
、
新
区
役
所
建
設

や
平
和
の
森
公
園
へ
の
新
体
育
館
建

設
等
の
再
整
備
方
針
な
ど
区
民
合
意

の
な
い
乱
暴
な
計
画
が
推
し
進
め
ら

れ
、
こ
れ
に
対
す
る
区
民
運
動
の
広

が
り
も
あ
り
ま
す
。
大
企
業
呼
び
込

み
の
大
規
模
開
発
優
先
を
改
め
さ
せ
、

区
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
第
一
に
進

め
る
区
政
、
偽
り
の
な
い
区
民
の
参

加
と
共
同
の
区
政
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、

平
和
と
暮
ら
し
、
民
主
主
義
を
守
り
、

憲
法
を
生
か
し
た
政
治
の
実
現
に
力

を
尽
く
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
公
明
党
議
員

団
に
真
心
か
ら
の
ご
支
援
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
よ
り
５
年

目
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

「
東
北
復
興
大
祭
典
な
か
の
」
を
開

催
し
て
復
興
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
復
興
支
援
の
継
続
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
新
た
な
「
中
野
区

基
本
構
想
と
新
し
い
中
野
を
つ
く
る

10
か
年
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
り
、
将
来
的
な
人
口
推
移
や
超
高

齢
社
会
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
地

域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
子
育
て
環
境
支

援
の
充
実
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

運
用
開
始
、
区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ

再
整
備
計
画
な
ど
様
々
な
課
題
を
推

進
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

庶
民
に
は
未
だ
に
景
気
回
復
が
実

感
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

常
に
庶
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

庶
民
の
た
め
の
政
策
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
政
治
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。

公
明
党
議
員
団
は「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
胸
に
刻
み
、
ど
ん
な

小
さ
な
声
に
も
耳
を
傾
け
て
、
現
場

第
一
主
義
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
中
野
区
議
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
は
、
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
、

5
名
全
員
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
年
は「
中
野
区
基
本
構
想
」「
新

し
い
中
野
を
つ
く
る
10
か
年
計
画
」

が
改
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
区
役
所

移
転
や
新
体
育
館
整
備
に
つ
い
て
も

議
論
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
50
年
１

０
０
年
の
中
野
の
あ
り
方
を
左
右
す

る
一
年
に
な
り
ま
す
。
災
害
へ
の
備

え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
、
子
育
て

支
援
の
充
実
と
子
ど
も
の
貧
困
へ
の

対
応
、
改
正
介
護
保
険
法
施
行
に
伴

う
地
域
支
援
事
業
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、

個
別
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

景
気
は
回
復
基
調
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
区
民
生
活
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
す
。

我
々
民
主
党
議
員
団
は
、「
生
活
者
」

「
納
税
者
」「
消
費
者
」「
働
く
者
」

の
立
場
に
立
ち
、
す
べ
て
の
人
に
居

場
所
と
出
番
の
あ
る
ま
ち
中
野
の
実

現
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
ご
指
導
ご

べ
ん
た
つ撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新春を迎えて
－ 各会派からのごあいさつ －
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